
運動に親しむ機会を増やすために、体育の授業を学年内で交換授業を行ったり、個々の
めあてを持たせて取り組ませたりするなど、体育の授業の授業改善に努めてきた。また、
「かけあし週間」「スポーツテスト週間」、さらに休み時間を活用した「おにごっこ大
会」や「ドッジボール大会」など、体育の授業以外でも運動に親しむ機会を学校全体とし
て設けてきた。休み時間には、各クラスで「みんな遊び」を行っており、多様な運動遊び
に学級全員で親しむ姿も見られる。
その結果、体育の授業について男女ともに全員が「楽しい」「すすんで参加している」

と回答しており、十分な成果が見られる。特に、「友達と交流したり協力できた時」「記
録に挑戦したり競い合ったりした時」に楽しいと感じており、体育の授業のなかでお互い
に協力したり、励ましあったりして技能を伸ばしたり、記録を伸ばしたりすることに挑戦
できていると考えられる。今後は、課題のあったICT活用について効果的な活用を進めて
いく。

体力合計点では、男女ともに全国平均を上回っている。種目別では、男女ともに持久
力・走力・投力・柔軟性などは良い結果であるのに対し、俊敏性や瞬発力にやや課題が見
られる。
質問紙項目「運動やスポーツをすることは好きですか」の肯定的な回答は男子100%女

子96%と非常に高く、「自分にとって運動は大切なものか」については男女とも全員が大
切と答えている。体育以外の時間で体を動かす時間も、男女ともに多く、休み時間や放課
後に十分に体を動かす時間をもてていることがわかる。体育の授業に対しても男女とも楽
しく前向きに参加している結果となっている。ICT活用については、課題が残る結果であ
る。


